
琵
琶
湖
沿
岸
漁
村
方
言
調
査
・
中
間
報
告

1

1

湖
東
・
湖
北
地
方
の
魚
名
呼
称
に
つ
い
て
|
|

じ

め

{ま

本
稿
は
、
今
年
七
月
初
旬
か
ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
行
な
っ
た
琵
琶
湖
沿
岸

漁
村
方
言
調
査
の
中
間
報
告
で
あ
る
。
本
調
査
は
、
五
九
年
度
に
湖
東

・
湖
北

地
方
、
六

0
年
度
に
湖
西
・
湖
南
地
方
で
、
琵
琶
湖
沿
岸
の
漁
村
に
お
け
る
魚

名
、
漁
具
名
、
漁
法
名
、
風
位
名
、
潮
名
等
を
採
集
す
る
と
と
が
目
的
で
あ

る
。
本
年
度
は
、
下
記
の
各
漁
村
に
お
い
て
調
笠
を
行
な
っ
た
。

。
湖
東
地
方

神
崎
郡
能
登
川
町
出
在
家
(
能
登
川
漁
協
)

国
井
中
藤
吉
(
大
正
一
二
年
二
月
一
五
日
生
)

彦
根
市
須
越
町
(
磯
田
漁
協
)

疋
田
新
作
(
大
正
九
年
六
月
一
一
日
生
)

西

端

幸

林
一
雄
(
大
正
二
二
年
六
月
一
八
日
生
)

。
湖
北
地
方
東
浅
井
郡
湖
北
町
尾
上
(
朝
日
漁
協
)

松
田
成
雄
(
大
正
六
年
一
月
一
一
一
一
日
生
)

伊
香
郡
西
浅
井
町
大
浦
(
西
浅
井
漁
協
)

柳
谷
清
太
郎
(
明
治
四
二
年
一

O
月
一
日
生
)

伊
香
郡
西
浅
井
町
菅
浦
(
西
浅
井
漁
協
)

佃
清
三
(
大
正
一
四
年
六
月
一
七
日
生
)

伊
香
郡
余
呉
町
川
並
(
余
呉
湖
漁
協
)

桐
畑
福
次
(
明
治
三
九
年
五
月
三
一
日
生
)

桐
畑
幸
一
(
昭
和
五
年
二
月
三
日
生
)

雄
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調
査
方
法
は
、
魚
名
に
つ
い
て
は
、
『
原
色
日
本
淡
水
魚
類
図
鑑
』
(
保
育
社

刊
)
を
被
調
査
者
に
示
し
な
が
ら
、
漁
具
名
、
漁
法
名
、
風
位
名
、
潮
名
等
の

場
合
に
は
何
も
示
さ
ず
に
、
質
問
調
査
法
を
行
な
い
、
同
時
に
録
音
機
に
も
採

録
し
た。

ま
た
、
本
調
査
協
力
者
(
被
調
査
者
)
と
し
て
は
、
長
年
漁
業
に
従
事
し
て

い
る
、
ま
た
は
従
事
し
て
い
た
、
原
則
と
し
て
、
六
O
歳
以
上
の
上
記
の
方
々

に
お
願
い
し
た
。
乙
ζ

に
記
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
さ
ら
に
、
本

調
査
の
趣
旨
に
御
理
解
を
賜
わ
り
、
何
か
と
お
手
を
煩
わ
せ
た
、
各
漁
業
協
同

組
合
の
方
々
に
も
、
あ
わ
せ
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

。

琵
琶
湖
は
、
周
知
の
通
り
、
湖
岸
線
総
延
長
約
二
三
五
回
、
表
面
積
約
六
七

一ニ

・
八
凶
、
滋
賀
県
の
総
面
積
の
約
六
分
の
一
を
占
め
る
、
わ
が
国
最
大
の
湖

で
あ
る
。
そ
の
琵
琶
湖
に
は
、
現
在
二

O
O種
以
上
の
淡
水
魚
が
生
息
し
、
そ

の
魚
種
の
豊
富
さ
で
も
、
他
の
湖
を
し
の
い
で
い
る
。

ま
た
、
余
呉
湖
は
、
滋
賀
県
の
北
部
、
琵
琶
湖
と
は
賎
ケ
岳
で
隔
て
ら
れ
て

い
る
、
周
囲
約
六
回
、
表
面
積
一

・
四
困
の
小
さ
な
湖
で
あ
る
。

古
来
、
湖
国
の
住
民
と
琵
琶
湖
と
の
か
か
わ
り
は
深
く
、
琵
琶
湖
の
魚
を
対

象
と
し
た
漁
も
、
相
当
古
い
時
代
か
ら
行
な
わ
れ
て
き
た
。
現
在
、
琵
琶
湖
沿

岸
及
び
流
入
河
川
沿
い
に
は
、
六
O
数
ケ
所
の
漁
業
協
同
組
合
が
あ
る
。
た

だ
、
琵
琶
湖
の
漁
業
は
、
外
洋
の
も
の
と
異
な
り
、
湖
と
い
う
限
ら
れ
た
水
域

に
生
息
す
る
魚
を
根
絶
や
し
に
す
る
と
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
専
業
の
漁
民
と

い
う
の
は
、
漁
業
協
同
組
合
員
の
中
で
も
そ
う
多
く
は
な
い
。

ま
た
、
琵
琶
湖
周
辺
の
都
市
化
、
工
業
化
、
農
業
の
近
代
化
が
急
速
に
進

み
、
水
質
汚
濁
の
問
題
は
、
漁
業
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、

昭
和
四
七
年
に
施
行
さ
れ
た
琵
琶
湖
総
合
開
発
法
に
基
づ
く
諸
事
業
に
よ
り
、

水
位
の
低
下
と
い
っ
た
、
新
た
な
問
題
も
生
じ
初
め
て
い
る
。

ζ

う
し
た
環
境
の
中
に
あ
る
琵
琶
湖
の
漁
業
は
、
今
後
衰
退
の

一
途
を
た
ど

る
乙
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
今
日
、

そ
と
で
語
ら
れ
て
い
る
と
と
ば
を
調
査

し
、
保
存
す
る
と
と
は
、
緊
要
な
ζ

と
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

- 41-

各
漁
村
に
お
け
る
魚
名

今
回
、
調
査
対
象
と
し
た
魚
種
は
、
後
掲
(
注
記
参
照
)
の
四
二
種
の
淡
水

魚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
魚
種
を
調
査
対
象
と
し
た
基
準
は
、
第

一
に
淡
水
魚
の

代
表
的
な
も
の
、
第
二
に
漁
業
の
対
象
と
な
る
も
の
、
第
三
に
輸
入
魚
(
ソ
ウ

ギ
ョ

・
カ
ム
ル
チ
l
等
)
と
在
来
魚
、
と
い
っ
た
と
と
で
設
け
た
。

た
だ
、
四
二
種
も
の
魚
名
に
つ
い
て
、
乙
と
で
取
り
扱
う
と
煩
雑
に
な
る
の

で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
、
特
徴
的
な
傾
向
が
み
ら
れ
た
二
三
種
に
限

っ
て
、
以
下
に
述
べ
る
と
と
に
す
る
。
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下
記
の
一
覧
表
を
み
る
と
、
六
調
査
地
点
に
お
い
て
、
各
魚
名
の
呼
称
に
そ

れ
ほ
ど
大
き
な
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
。
今
回
の
調
査
の
準
備
段
階
で
は
、
も

っ
と
様
々
な
呼
称
が
各
地
点
で
行
な
わ
れ
て
い
る
と
の
予
測
が
あ
っ
た
が
、
多

少
意
外
な
思
い
が
す
る
。
た
だ
、
各
地
点
で
の
呼
称
を
み
る
と
、
あ
る
程
度
の

類
型
の
あ
る
乙
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
当
該
の
魚
種
に
類
似
の
魚
種
が
他
に
存
在
す
る
場

合
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
す
る
た
め
に
、
語
頭
に
「
ホ
ン
」
や
「
マ
」
(
い
わ
ゆ

る

「
本
」
・
「
真
」
の
意
の
接
頭
辞
か
)
を
付
け
て
呼
ぶ
例
で
あ
る
。
以
下
花
、

E
前
向

M
河

∞

悼俸

制
師
団
(
州
出
齢
)

主主

:面

8

治

的

調

1r

同
〉ト
対1十

Uil11 

主事

ゆ

洞

謹

ヒト 、4 、4 代 >J 

、コ '-1. い 、コ 、く: ヰ
p、 、~I 4 4 寸
に

、 >J >J ¥ミノ

寸 ¥量、

込dl| ト 、4 4 
、ミ ム、 >J 

p、 、4 、4 、4 代

、ミ '-1， ム、 い 、コ 、(~. I '" 
、JI 4 4 、氏
くr >J >J q 

、ト
市:

ト 、4 、4 4 寸
¥ミ '-1ー い >J 、ご

、~I ¥弘

u 守

ヰ
市;

λ 、占r p、 、4 4 寸

" 
、ζ ¥ミ い >J ¥(: ¥ξ 

p、 p、 4 、ι

'= ¥こ' >J ，-.. 
ピき
、+

、4hJ4; 

t- 、4 、4 、4 、く: ラト 11 I寸
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t- 、人 >J >J >J q 

'= 、ト
-¥1; 

ト >J 寸
、と λ 、ξ

、= 、え
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オイカワ オイカワ オイカワ

ノ、こ工

ホンモロコ モロコ ホンモロコ

スゴモロコ スゴ スゴジモロコ

ゴンボモロコ

ゴンボスゴ

ワタカ ワタコ ワタカ

ワタコ

カ7 ツカ ダンギリボー ダンギリボー

ターケス カマツカ

ゼゼラ エンドス

ボンサン

ボーズモロコ

ヒガイ ヒガ、イ ヒガイ

ゲンゴロウプナ マプナ ゲンゴロープナ

マプ マプナ

フナ マブ

オイカワ ハイ

ノ、ヨ ノ、ヨ

ホンモロコ ホンモロコ

スゴ(モロコ〉 スゴズ(モロコ)

ワタカ ワタカ

カマツカ カマツカ

エンドス

ドス

ヒガイ アフ'ラヒガ「イ

ゲンゴロープナ マプナ

ハヤ

ノ、ヨ

司王ロコ

スゴズ

ワタカ

カマツカ

ドゲンボ

ヒガ、イ

ゲンゴロープナ

オイカワ

シロモロコ

スゴ

スゴミJ

ゼゼコ

ヒガイ

ゲンゴロープナ

c") 
可4
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出在家 磯田(須越) 尾上 大浦 菅浦 余呉湖

タナゴ ヒラボテ ボテ ボテ(ジャコ) ボテ(ジャコ) ボテ(ジャコ) ボテ(ジャコ)

ドジョウ ドンジョ ドンジョ ドジョ ー マドジョ ー ドジョ ー ドジョー

ホンドジョ ー

、ンマドジョウ シマドジョー シマドンジョ ドジョ ー スナドジョ ー ドジョー シマドジョ ー

ギギ ギギ ギギ ギギ ギギ ギギ ギギ

ギギタ

ナマズ ズー ナマズ ズナマズ クピック ナマズ マナマズ

オオナマズ オーナマズ オーナマズ オナマズ オーナマズ オーナマズ オーナマズ

タイワンドジョウ タイワン ドジョ ー タイワン ドンジョ タイワンドジョ ー
タイワ ン

タイワンドジ ョー タイワンドジョ ー
(ドジョ ー)

ワンコー

スジエビ エビ エビ マエビ コエビ コエビ

コエヒ

テナガエビ テナガエビ テナガ テナガエピ テナガ(エビ) テナガ

<注> 一覧表中で、丸ガッコを付けたものは、丸ガッコを付けた部分を省略した語形も存在する乙とを示す。

時JQ~W~Ì'ト(l..>J'

o:Uトl'>'rく 伽震E44ヰニド， I ¥ ~らl'>' rく ベj凶~....)ド i -l号入 F

κ」

o ~ ';\m{:\ ~く堤244号ニ ド， ). l'>' ~ ~\ m (:\..>J凶~....)ド i l'>'

~~\ m -J' I長 入~~\ m -J 

。ホ l'>' '1'< ~田K窺E44♀ニド'気根ホト '1'< 心凶~....)ド i l'>'

電司4
司4
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。
ス
ジ
エ
ビ

ナ
マ
ズ
」

大
浦
に
お
い
て
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
と
区
別
し
て
「
マ
エ

ピ
」

と
い
っ
た
例
が
あ
る
。

ま
た
、
当
該
の
魚
名
の
下
部
を
省
略
し
、
「
コ
」
や
「
コ

1
」
(
い
わ
ゆ
る

「
公
」
の
意
の
接
尾
辞
か
)
を
付
け
て
呼
ぶ
例
も
若
干
み
ら
れ
る
。

。
ァ
プ
ラ
ハ
ヤ
尾
上
に
お
け
る

「
ア
ブ
ラ
コ
」

。

ヮ

タ

カ

出

在
家
、
磯
田
に
お
け
る
「
ワ
タ

コ」

。
ゼ
ゼ
ラ
余
呉
湖
に
お
け
る
「
ゼ
ゼ
コ
」

。
ヵ
ム
ル
チ
1

出
在
家
に
お
け
る
「
ワ
ン
コ

l
」

そ
れ
に
、
当
該
の
魚
種
独
自
の
、
ま
た
は
、
類
似
の
魚
種
と
比
較
し
て
の
外

形
的
特
徴
(
色
彩
、
形
態
等
)
で
も
っ
て
呼
称
す
る
例
も
比
較
的
多
い
。
例
え

ば
、
菅
浦
に
お
い
て
、
ビ
ワ
マ
ス
を
「
ジ
ロ
マ
ス
」
と
呼
ぶ
の
は
、
ニ
ジ
マ
ス

と
比
べ
、
体
全
体
の
色
が
淡
い
と
乙
ろ
か
ら
と
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
と
恩
わ
れ

る
。
ま
た
、
磯
田
に
お
い
て
、
ス
ゴ
モ
ロ
コ
を
「
ゴ
ン
ボ
モ
ロ
コ
」
「
ゴ
ン
ボ

ス
ゴ
」
と
呼
ぶ
の
は
、
被
調
査
者
に
よ
る
と
、
他
の
モ
ロ
コ
類
に
比
べ
、
そ
の

体
型
が
ご
ぼ
う
の
よ
う
に
細
い
と
乙
ろ
か
ら
呼
ば
れ
た
と
い
う
と
と
で
あ
る
。

ζ

の
点
、
出
在
家
、

磯
臼
で
カ

マ
ツ
カ
を
「
ダ
ン
ギ
リ
ボ

1
」
と
呼
ぶ
の
も
同

類
で
あ
る
。

そ
の
他
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

。
ァ
プ
ラ
ハ
ヤ
余
呉
湖
に
お
け
る
「
ス
ベ
リ
」
(
感
触
)

。
ホ
ン
モ
ロ
コ
余
呉
湖
に
お
け
る
「
ジ
ロ
モ
ロ
コ
」
(
色
彩
)

o
ゼ

ゼ

磯

田

に

お

け

る

「

ボ

l
ズ
モ
ロ
コ
」
(
体
型
)

フ

《

J
ノ

ー、

ノ

d
A正
ア
外
向
片
帆
走
し
て

オ
オ
ナ
マ
ス
と
区
間
却
し
て
一
マ

。
タ
ナ
ゴ
出
在
家
に
お
け
る
「
ヒ
ラ
ボ
テ
」
(
体
型
)

さ
ら
に
、
当
該
の
魚
名
の
一
部
を
省
略
し
て
呼
ぶ
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
タ

ナ
ゴ
類
は
、
琵
琶
湖
周
辺
で
は
、
「
ボ
デ
ジ
ャ
コ
」
と
呼
ぶ
。
今
回
の
調
査
地

点
で
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
「
ボ
テ
」
と
い
う
省
略
し
た
呼
び
方

の
方
が
一
般
的
で
あ
る
と
の
乙
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
当
該
の
魚
種
の
、
そ

の
地
点
独
特
の
呼
称
(
方
言
)
を
さ
ら
に
省
略
し
て
呼
ぶ
場
合
も
み
ら
れ
る
。

尾
上
に
お
い
て
は
、
ゼ
ゼ
ラ
を
「
エ
ン
ド
ス
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
を
省
略
し
た

「
ド
ス
」
と
い
う
形
で
呼
ぶ
と
と
も
あ
る
。
ま
た
、
出
在
家
、
磯
田
に
お
い
て

は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
を
「
マ
プ
ナ
」
と
呼
ぶ
が
、
そ
れ
を
「
て
フ
」
と
も
呼

〉
』

そ
の
他
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

。
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
余
呉
湖
、
大
浦
に
お
け
る
「
ヤ
ツ
メ
」

。
ニ
ジ
マ
ス
出
在
家
に
お
け
る
「
マ
ス
」

。
ビ
ワ
マ
ス
出
在
家
、
尾
上
、
大
浦
に
お
け
る
「
マ
ス
」

。
ヵ
ワ
ム
ツ
全
地
点
に
お
け
る
「
ム
ツ
」

。
ホ
ン
モ
ロ
コ
出
在
家
、
菅
浦
に
お
け
る
「
モ
ロ
コ
」

。
ス
ゴ
モ
ロ
コ
尾
上
に
お
け
る
「
ス
ゴ
」
大
浦
に
お
け
る
「
ス
ゴ

ズ」出
在
家
に
お
け
る
「
ズ

l
」

出
在
家
に
お
け
る
「
ワ
ン
コ
!
」

大
浦
に
お
け
る
「
タ
イ
ワ
ン
」

磯
田
、
尾
上
に
お
け
る

「
エ
ビ
」

尾
上
、
菅
浦
、
余
呉
湖
に
お
け
る
「
テ
ナ
ガ
」

- 45一

。

ナ

マ

ズ

。
ヵ
ム
ル
チ
l

。
ス
ジ
エ
ビ

。
テ
ナ
ガ
エ
ビ
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以
上
の
よ
う
に
、
今
回
調
査
を
行
な
っ
た
湖
束
、
湖
北
地
方
で
は
、
魚
名
の

呼
称
を
あ
え
て
類
型
化
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
四
つ
に
分
類
で
き
よ
う
。

次
に
、
少
し
細
か
く
、
各
地
点
ど
と
に
、
そ
の
呼
称
を
比
べ
て
み
る
。

ま
ず
、
出
在
家
と
磯
田
に
は
、
他
地
点
で
は
み
ら
れ
な
い
類
似
の
呼
称
が
比

較
的
多
く
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
ア
ユ
を
両
地
点
と
も

「
ア
イ
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
ワ
タ
カ
を
「
ワ

タ
コ
」
、
カ
マ
ツ
カ
を
「
、
ダ
ン
ギ
リ
ボ
l
」
、
ド
ジ
ョ
ウ
を
「
ド
ン
ジ
ヨ
」
と
呼

ぶ
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
両
地
点
が
湖
岸
線
で
約

一
O
M
の
距
離
し
か
な
い
と
い
う
地
理
的

な
面
と
漁
業
を
行
な
う
上
で
お
互
い
に
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
人
為
的
な
面
と

が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

一
方
、
他
地
点
と
地
理
的
に
隔
絶
さ
れ
、
人
的
交
流
も
あ
ま
り
活
発
で
な
か

っ
た
地
点
で
は
、
そ
の
地
点
独
自
の
、
特
徴
的
な
呼
称
が
み
ら
れ
る
。

そ
の

一
つ
は
、
菅
浦
で
あ
る
。
乙
の
菅
浦
は
、
前
掲
の
地
図
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
琵
琶
湖
の
北
部
に
突
き
出
た
葛
箆
尾
崎
(
つ
づ
ら
お
ざ
き
)
と
呼
ば
れ

る
岬
の
西
の
湾
入
部
に
あ
る
。
三
万
を
山
に
囲
ま
れ
、
長
く
陸
の
孤
島
と
言
わ

れ
、
昭
和
田
六
年
、
奥
琵
琶
湖
パ

l
ク
ウ
ェ
イ
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
水
運
か

湖
岸
沿
い
の
細
い
道
で
し
か
、
近
接
の
大
浦
と
も
行
き
来
で
き
な
か
っ
た
。

い
ま
、
菅
浦
に
お
け
る
、
特
徴
的
な
呼
称
を
掲
げ
る
と
、
ビ
ワ
マ
ス
を
「
ホ

ン
マ
ス
」
「
シ
ロ
マ
ス
」
、
ア
プ
ラ
ハ
ヤ
を
「
ア
ブ
ラ
メ
」
「
ア
ブ
ラ
ム
ツ
」、

オ

イ
カ
ワ
を
「
ハ
ヤ
」
、
カ
マ
ツ
カ
を
「
ド
ゲ
ン
ボ
」
な
ど
と
呼
ぶ
例
が
そ
れ
で

あ
る
。も
う
一
つ
は
、
余
呉
湖
で
あ
る
。
余
呉
湖
は
、
前
掲
の
地
図
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
琵
琶
湖
の
北
部
に
あ
る
、
小
さ
な
湖
で
あ
る
。
当
然
、
琵
琶
湖
で
行
な

わ
れ
て
い
る
漁
業
と
は
違
っ
た
漁
業
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
特
に
人
的
交
流

は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
由
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
他
地
点
に
は
み
ら
れ
な
い

呼
称
が
比
較
的
多
く
あ
る
。

例
え
ば
、
ア
プ
ラ
ハ
ヤ
を
「
ス
ベ
リ
」
、
ホ
ン
モ
ロ
コ
を
「
シ
ロ
モ
ロ
コ
」
、

ス
ゴ
モ
ロ
コ
を

「
ス
ゴ
ジ
」
、
ゼ
ゼ
ラ
を

「
ゼ
ゼ
コ
」
、
ナ
マ
ズ
を

「
マ
ナ
マ

ズ
」
と
呼
ぶ
例
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

主
要
魚
種
の
下
位
分
類

さ
て
、
今
回
調
査
を
行
な
っ
た
各
漁
村
で
は
、
各
魚
種
を
大
小
、
雌
雄
、
色

彩
、
形
態
、
時
期
、
さ
ら
に
は
捕
獲
場
所
な
ど
に
よ
っ
て
、
下
位
分
類
し
て
、

呼
称
す
る
乙
と
が
あ
る
。
い
ま
、
調
査
し
た
金
魚
種
に
わ
た
っ
て
述
べ
る
と
煩

雑
に
な
る
の
で
、
「
ウ
ナ
ギ
」
「
ニ
ジ
マ
ス
」
「
ビ
ワ
マ
ス
」
「
ハ
ス
」
「
コ
イ
」

「
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
」
の
六
種
に
限
っ
て
、
そ
の
下
位
分
類
さ
れ
た
呼
称
を
み

る
乙
と
に
す
る
。

O
ウ
ナ
ギ

ウ
ナ
ギ
は
、
主
に
そ
の
腹
部
の
色
彩
に
よ
っ
て
下
位
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
下
記
の
よ
う
に
な
る
。

。

ヵ

ネ

キ

チ

大

浦

、

菅

浦

金

色

(

菅

浦

で

は

銀

色

)

。

シ

ロ

ウ

ラ

大

浦

、

余

呉

湖

白

色

。
キ
ウ
ラ
ウ
ナ
ギ
大
浦
、
余
呉
湖
黄
色
(
余
呉
湖
で
は
「
キ
ウ
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を
よ
二
て
M
H

前
提
¢
地
区
で
も
太
か
る
よ

A
E
F州
仰
で
ま
占
星

t

A
方
自
戸
拘
仰
は
H

ラ
」
)

。

ゴ

マ

ウ

ナ

ギ

菅

浦

、

余

呉

湖

斑

点

ま
た
、
菅
浦
に
お
い
て
は
、
ロ
が
大
き
い
ウ
ナ
ギ
を
「
カ
ニ
ク
イ
」
、
胴
が

太
く
、
体
全
体
が
短
い
の
を
「
モ
タ
レ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

O
ニ
ジ
マ
ス
・
ピ
ワ
マ
ス

ま
ず
、
両
魚
種
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
区
別
せ
ず
、
時
期
に
よ
っ
て
下
位
分
類
さ

れ
、
九
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
は
、
「
ア
メ
ノ
ウ
オ
」
(
出
在
家
の
み
「
ア
メ

ノ
イ
オ
」
)
と
呼
ば
れ
る
。
乙
の
語
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
古
く
延
喜
式

に
見
え
る
。
被
調
査
者
に
よ
る
と
、
産
卵
期
に
入
っ
て
い
る
た
め
、
味
は
悉

く
、
魚
肉
は
自
身
に
な
っ
て
い
る
と
の
由
で
あ
る
。

ま
た
、
磯
田
に
お
い
て
は
、
ニ
ジ
マ
ス
の
大
き
い
の
を
「
マ
ス
」
、
小
さ
い

の
を
「
ア
マ
ゴ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
一
方
、
尾
上
に
お
い
て
は
、
ピ
ワ
マ
ス
の

大
き
い
の
を
「
マ
ス
」
、
小
さ
い
の
を
「
ア
マ
ゴ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
な
お
、

両
地
点
と
も
に
、
渓
流
魚
の
ア
7
0
コ
と
混
同
し
な
い
か
と
、
被
調
査
者
に
質
問

し
た
と
乙
ろ
、
琵
琶
湖
で
は
ア
マ
ゴ
は
獲
れ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

O
ハ
ス
ハ
ス
は
、
ま
ず
、
時
期
に
よ
っ
て
下
位
分
類
さ
れ
る
。
磯
田
に
お
い
て
は
、

五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の
ハ
ス
を
「
エ
カ
ケ
パ
ス
」
「
エ
カ
キ
パ
ス
」
と
呼

ん
で
い
る
。
と
れ
は
、
「
餌
」
を
「
追
い
駆
け
る
」
ハ
ス
の
意
だ
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
菅
捕
に
お
い
て
は
、
冬
季
の
ハ
ス
を
「
シ
ラ
パ
ス
」
と
呼
ん
で
い
る
。

。
キ
ウ
ラ
ウ
ナ
ギ

大
浦
、
余
呉
湖

黄
色
(
余
呉
湖
で
は
「
キ
ウ

O
コ
イ
コ
イ
は
、
大
小
、
そ
れ
も
太
い
、
細
い
で
下
位
分
類
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

出
在
家
に
お
い
て
は
、
太
自
の
を
「
ヤ
マ
ト
ゴ
イ
」
、
細
目
の
を
「
ゴ
ン
ボ
l

ゴ
イ
」
「
ジ
ゴ
イ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
と
の
「
ヤ
マ
ト
ゴ
イ
」
と
い

う
呼
称
は
、
他
地
点
に
お
い
て
は
、
単
な
る
コ
イ
の
別
称
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
磯
田
に
お
い
て
は
、
太
自
の
コ
イ
に
対
す
る
呼
称
は
な
い
が
、
細

自
に
対
し
て
は
、
出
在
家
と
類
似
の
「
ゴ
ン
ボ
ゴ
イ
」
「
ゴ
ン
ボ

1
」
と
い
う

呼
称
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
尾
上
、
大
浦
、
菅
浦
に
お
い
て
は
、
細
目

の
を
「
ト
ン
ボ
ゴ
イ
」
と
呼
ん
で
い
る
。
乙
れ
は
、
ト
ン
ボ
の
よ
う
に
細
い
体

型
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の
呼
称
で
あ
る
と
い
う
由
で
あ
る
。

O
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
は
、
ま
ず
、
大
小
に
よ
っ
て
下
位
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の

呼
称
は
、
各
地
点
で
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
下
記
の
よ
う
に
な

る。
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た
だ
、
上
記
の
中
、
小
さ
い
の
を
「
ガ
ン
ゾ
」
と
呼
ぶ
の
は
、
琵
琶
湖
周
辺

に
一
般
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
呼
称
で
、
多
く
の
場
A
只
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
に

限
ら
ず
、
フ
ナ
類
全
般
の
小
さ
い
の
を
呼
ん
で
い
る
。
ま
た
、
出
在
家
に
お
い

て
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
小
さ
い
の
を
「
ヘ
ラ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の

「
へ
ラ
」
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
別
称
「
ヘ
ラ
ブ
ナ
」
の
省
略
形
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
磯
田
に
お
い
て
は
、
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
雄
を
「
ヘ
ラ
」
と
呼
ん

で
い
る
。
さ
ら
に
、
菅
浦
に
お
い
て
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
と
は
別
種
の
フ
ナ

の
魚
名
で
あ
る
は
ず
の
「
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
」
を
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
小
さ
い
も
の

に
対
す
る
呼
称
に
使
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
は
、
「
ニ

ゴ
ロ
」
と
い
う
省
略
形
で
呼
ん
で
い
る
。
同
じ
く
、
菅
浦
に
お
い
て
、
、
ゲ
ン
ゴ

ロ
ウ
ブ
ナ
の
小
さ
い
の
を
「
マ
ブ
ナ
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
「
7

プ
ナ
」

は
、
例
え
ば
、
尾
上
に
お
い
て
は
、
ニ
ゴ
ロ
プ
ナ
の
大
き
い
の
に
対
す
る
呼
称

に
使
っ
て
い
る
。
ま
た
、
磯
田
に
お
い
て
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
雌
に
対
す

る
呼
称
に
使
っ
て
い
る
。
そ
の
上
、
て
フ
ナ
と
い
う
魚
名
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ

ナ
と
は
別
種
の
キ
ン
ブ
ナ
、
ギ
ン
ブ
ナ
の
別
称
と
し
て
、
本
来
使
わ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
菅
浦
に
お
い
て
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
大
き
い
の
に
対

す
る
呼
称
と
し
て
使
っ
て
い
る
「
テ
リ
ブ
ナ
」
を
、
大
浦
に
お
い
て
は
、
日
照

り
の
時
に
獲
れ
る
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
の
呼
称
に
使
っ
て
い
る
。

以
上
の
他
、
わ
ず
か
一
例
で
は
あ
る
が
、
捕
獲
場
所
に
よ
っ
て
下
位
分
類
さ

れ
る
例
が
み
ら
れ
る
。
尾
上
に
お
い
て
は
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
を
「
オ
l
ウ

ラ
」
と
呼
ぶ
乙
と
が
あ
る
。
乙
れ
は
、
調
査
地
点
の
一
つ
で
あ
る
大
浦
を
表
わ

し
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
が
大
浦
の
湾
で
よ
く
獲
れ
る
こ
と
か
ら
、
と
の
よ
う
な

呼
称
を
す
る
由
で
あ
る
。

ζ

の
よ
う
に
、
各
魚
種
の
下
位
分
類
に
よ
る
呼
称
を
み
て
み
る
と
、
と
こ
に

十
分
ま
と
め
き
れ
な
か
っ
た
が
、
上
記
の
六
種
の
中
で
も
、
漁
民
に
と
っ
て
儲

か
る
魚
種
、
利
益
の
大
き
い
魚
種
ほ
ど
、
そ
の
下
位
分
類
に
よ
る
呼
称
が
様
々

で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
魚
種
に
対
す
る
漁
民
の
注
目
、

関
心
の
度
合
が
一
角
く
、
そ
の
結
果
、
魚
の
成
長
、
雌
雄
の
別
、
色
彩
の
違
い
等

で
区
別
す
る
必
要
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お

わ

り

以
上
、
非
常
に
粗
雑
な
報
告
を
行
な
っ
た
が
、
今
回
調
査
し
た
湖
束
、
湖
北

地
方
の
漁
村
、
六
地
点
の
魚
名
呼
称
に
つ
い
て
、
一
応
の
傾
向
は
ま
と
め
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
、
各
地
点
で
の
調
査
が
、
わ
ず
か
に
一
日
か

一
泊
二
日
程
度
で
あ
っ
た
た
め
、
ま
だ
ま
だ
、
調
査
に
遺
漏
が
あ
る
か
と
思
わ

れ
る
し
、
ま
た
、
今
回
の
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
い
た
八
名
の
方
々
の
貴
重
な

御
教
示
を
、
と
と
に
誤
り
な
く
伝
え
得
て
い
る
か
、
不
安
に
思
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
当
該
の
各
漁
村
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
魚
名

に
関
す
る
語
葉
、
さ
ら
に
は
漁
業
全
般
に
関
す
る
語
葉
を
よ
り
綿
密
に
調
査
す

る
乙
と
に
よ
り
、
そ
の
語
菜
体
系
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
今

回
、
琵
琶
湖
と
余
呉
湖
と
い
う
近
接
し
た
湖
に
お
け
る
魚
名
の
比
較
を
試
み
て

や
た
が
、
今
後
は
、
他
地
域
の
湖
に
お
け
る
魚
、
名
と
の
比
較
を
行
な
う
こ
と
も

興
味
あ
る
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
冒
頭
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L 

ゥ、
J

コ
E
A
L
フ斗ノカ，寸
f

羽

σ-浬
て
よ
く
溜
れ
ξ

と
と
か
ら

と
¢
よ
う
な

に
記
し
た
よ
う
に
、
今
回
、
調
査
し
た
湖
東
、
湖
北
地
方
に
限
ら
ず
、
湖
南
、

湖
西
地
方
に
も
調
査
を
広
げ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
琵
琶
湖
沿
岸
漁
村
の
漁
業
に

関
す
る
方
言
分
布
を
も
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
末
尾
な
が
ら
、
本
調
査
を
行
な
う
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
を
御
提

供
下
さ
い
ま
し
た
滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
の
長
谷
川
嘉
和
技
官
に

対
し
ま
し
て
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

(
注
記
)

今
回
、
調
査
対
象
と
し
た
魚
種
は
、
下
記
の
四
二
種
で
あ
る
。

。
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
科
ス
ナ
ヤ
ツ
メ

。

ウ

ナ

ギ

科

ウ

ナ

ギ

、

オ

オ

ウ

ナ

ギ

。

サ

ケ

科

ニ

ジ

マ

ス

、

ビ

ワ

マ

ス

。
キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
科
ア
ユ

科
ウ
グ
イ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ヤ
、
カ
ワ
ム
ツ
、
オ
イ
カ

ヮ
、
ハ
ス
、
ホ
ン
モ
ロ
コ
、
ス
ゴ
モ
ロ
コ
、
ヮ

タ
ヵ
、
ソ
ウ
ギ
ョ
、
カ
マ
ツ
カ
、
ゼ
ゼ
ラ
、
ヒ

ガ
イ
、
モ
ツ
ゴ
、
コ
イ
、
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ
、

ニ
ゴ
ロ
プ
ナ
、
キ
ン
プ
ナ
、
ギ
ン
ブ
ナ
、
タ
ナ

ゴ
、
ニ
ゴ
イ

ア
ユ
モ
ド
キ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

ギ
ギ
ナ
マ
ズ
、
オ
オ
ナ
マ
ズ
、
イ
ワ
ト
コ
ナ
マ
ズ

。
コ

イ

。

ド

ジ

ョ

ウ

科

。

ギ

ギ

科

。

ナ

マ

ズ

科

興
味
あ
る
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
冒
頭

。

メ

ダ

カ

科

メ

ダ

カ

。
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ
科
カ
ム
ル
チ

l
、
タ
イ
ワ
ン
ド
ジ
ョ
ウ

。

カ

ジ

カ

科

カ

ジ

カ

。

ハ

ゼ

科

ド

ン

コ

、

ヨ

シ

ノ

ボ

リ

、

イ

サ

ザ

。
テ
ナ
ガ
エ
ピ
科
ス
ジ
エ
ピ
、
テ
ナ
ガ
エ
ピ

(培一
m
h
u
分
類
は
、
「
原
色
日
本
淡
水
魚
類
図
鑑
」
(
保
育
社
刊
)
に
よ
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